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V323b 「ひとみ (ASTRO-H)」搭載 精密軟X線分光装置 (SXS)の軌道上におけ
るCrab Pulsarを用いた時刻較正
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ASTRO-H 衛星に搭載された精密軟X線分光装置 (SXS; 辻本他講演) はテレメトリ上の最小時間分解能は 5 µs
として設計されており、時刻精度においては絶対時刻精度< 1 ms、相対時刻精度< 80 µsが要求されている。打
ち上げ前の地上較正により、ピクセル間における時間差 (最大 130 µs)とイベントの種別にともなう波形処理の
手法によって生じる時間差 (930 µs)が較正パラメータとして適用されている (加藤講演)。加えて絶対時刻に対す
る不定性とイベントの波高値と波形に応じた時間差が原理的に予想されていたが、地上試験では光源側の時刻精
度の限界により定量化されていなかった。これらパラメータは Crab Pulsarを較正パルス光源として用いること
で軌道上で較正される計画になった。Crabの観測は 2016年 3月 25日に行われ、得られらた X線パルス波形は
典型的なCrab Pulsarの波形と一致しており、衛星上の時刻付けおよび地上ソフトウェアにおける時刻付けはms
以下の精度で成功している。SXS内部の相対時刻の評価では、イベント種別により最大で 91 ± 30 µsの時間差
(Mid-primary - Low-primary event間)に生じていることが分かった。現在、パラメータの定量化を進め相対時
刻精度の改善を行うとともに、電波の同時観測の結果を参照し、絶対時刻精度の見積もりを試みている。


